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エコ通勤
福島市中心部渋滞対策



1１．“エコ通勤（福島市中心部渋滞対策） “の実施背景 P1

●緊急事態宣言発令に伴う各社・各団体の在宅勤務等の取り組みにより、福島駅や県庁、福島市役所周辺の通勤移動が減少し、交
通量も減少。

（１）緊急事態宣言期間（Ｒ２年４～5月）の人流・交通量の整理

▼通勤時間帯(7～10時台)の通勤者数※１の増減率
（R2.4月緊急事態宣言期間前・期間中※２の比較）

出典：ブログウォッチャー社「プロファイルパスポート」R2.4

※２緊急事態宣言期間前：R2.4.1～16（うち平日）
緊急事態宣言期間中：R2.4.17～30（うち平日）

※１通勤者数とは、平日7時から10時台の通勤時間帯に移動したユー
ザーをカウント
地図上では、250ｍメッシュ内に到着したユーザー数の増減率を表現

▼通勤時間帯(7～10時台)の交通量の変化率
（R2.4月緊急事態宣言期間前・期間中※２の比較）

出典：「断面交通量情報」(公益財団法人日本道路交通情報センター)
(https://www.jartic.or.jp/service/opendata/)を加工して作成
緊急事態宣言期間前：R1.4~5 平日（7～10時台）
緊急事態宣言期間中：R2.4~5 平日（7～10時台）
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◆福島市中心部の北端に位置する主要渋滞箇所「中央郵便局前交差点」では、緊急事態宣言期間中の通勤時間帯の交通量が
2～3百台(約1～2割)減少することで、4～8km/hの旅行速度が向上。旅行速度が20km/hを上回り渋滞解消の効果を確認。

P2

（２）緊急事態宣言期間（Ｒ２年４～5月）の渋滞状況の整理
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▼福島市中心部のコロナ禍の主要渋滞箇所の状況 ▼コロナ禍における国道13号信夫山の交通量の変化
（上下合計）

出典：常観トラフィックカウンターデータ
（国道13号信夫山）

2019年：2019/4/17～2019/5/14平日
2020年：2020/4/17～2020/5/14平日（緊急事態宣言期間中）
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▼中央郵便局前交差点の旅行速度の変化

出典：ETC2.0データ R1：R1.10月平日
緊急事態宣言期間中：2020/4/17～2020/5/14平日

緊急事態宣言期間前
（R1.10 平日）
緊急事態宣言期間中
（R2.4.17-5.14 平日）

交通量観測地点
（国道13号信夫山）



１．“エコ通勤（福島市中心部渋滞対策） “の実施背景

23.0

25.0

32.6
32.0 32.0

33.5

31.7
31.0 30.6 31.0

27.1
26.3

30.6

33.8

35.1
34.6 34.6

35.6

34.2 34.2

35.6

36.8

33.0 33.4

24.4

26.9

31.6 31.8 31.6

33.1

32.0
31.4

32.6
34.3

29.3 29.3

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

2019年 2020年 2021年

1,650 

1,439 

1,581 

0

500

1,000

1,500

2,000

2019年 2020年 2021年

(台/時）

13%減
（211台減）

4%減
（69台減）

約1㎞/h
向上

（㎞/h）

約3㎞/h
向上

▼平日7時台の交通量の推移
【国道13号信夫山トラカン 上り方向】

緊急特別対策
期間中

5/8～5/31

緊急事態宣言
期間中

4/17～5/14

コロナ禍以前
4/17～5/14

出典：トラカンデータ ※平日7時台データを集計

（３）最新の交通量、旅行速度の状況

出典：ETC2.0データ

コロナ禍以前
4/17～5/14

緊急事態宣言期間中
4/17～5/14

緊急特別対策期間中
5/8～5/31

▼平日7時台の旅行速度の推移
【福島市内人口集中地区平均】
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向上

◆緊急事態宣言期間中の交通量は大きく減少したものの、令和3年5月の緊急特別対策期間中の交通量の減少幅は小さい。
（朝ピーク時間帯の旅行速度についても、交通量と同傾向）

◆最新の交通量、旅行速度は、コロナ禍以前の状況に近づきつつある。

P3
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積極的に協力したい

24%
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協力検討回答なし

38% 回答数
29票

（３）エコ通勤施策検討に関するアンケート調査の実施

P4

◆緊急事態宣言期間中に福島市中心部の企業・行政施設35団体を対象に、アンケート調査を実施。
●新型コロナウイルスの流行に対する個別の取り組みについて、緊急事態宣言期間中は、テレワーク17％、時差出勤4％の実施率であった。
●今後の施策についての協力可能性を聞いたところ、約6割の団体(約8割の職員)より協力可能性があるといった回答を得られた。

（回答事業所全体の従業者数のうち、取り組み
実施従業者数の割合・時系列順）

協力可能性あり
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〈アンケートの概要〉

●配布数：35団体（福島市中心部に立地する企業・行政施設）

●回答数：29団体 （回答いただいた企業・団体の職員数：6,504人） ●回収率：83％

●アンケート実施期間：R3.1.15～2.4

▼自動車利用削減実施施策への
協力可能性について

出典：新型コロナウイルス流行による通勤状況への影響に関するアンケート調査（R3.1月実施）

※4つの施策案(テレワーク、時差出勤、公共交通の利用促進、徒歩・自転車
通勤の推奨)のうち1つでも回答があった団体の割合（重複を除く）

回答団体職員数 ：29団体、 6,504人
うち協力可能性あり※の団体の職員数

：18団体(62%)、5,024人(77％)

▼緊急事態宣言期間中の取り組み実施状況について

緊急事態宣言期間中は２５％
の職員・従業員が、テレワークや
時差出勤等の対応を実施



２． “エコ通勤（福島市中心部渋滞対策） “の取り組みについて P5

（１）エコ通勤施策対象エリア・エコ通勤施策実施内容

●今年度進めるエコ通勤施策の対象エリア、施策の実施内容は以下の通りとする。

▼エコ通勤施策対象エリア

13

4

114

115 ＜エコ通勤施策対象エリア＞
●通勤者数および交通量の減少が見られた福島市中心部
（左記エリア）を「エコ通勤施策対象エリア」と位置づける。

＜エコ通勤施策実施内容＞
●左記エリアを対象に、「在宅勤務」や「時差出勤」 、「公共
交通の利用促進」 、「徒歩・自転車通勤の推奨」等の実
施について協力依頼・PR活動を行う。

●エリア内の団体には簡易アンケートを実施し、エコ通勤施策
への協力状況について確認を行う。
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中央郵便局前

あづま陸橋西

福島駅南

三河南町 福島駅前
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曽根田

エコ通勤施策対象エリア

〈施設〉
主要施設

主要渋滞箇所

本町南

出典：地理院地図に主要渋滞箇所等を追記して掲載

エコ通勤施策対象エリア



２． “エコ通勤（福島市中心部渋滞対策） “の取り組みについて P6

＜参考：福島市脱炭素社会実現実行計画（R3.2月）より抜粋＞

福島市は令和３年５月２１日に
内閣府から「ＳＤＧｓ未来都市」に選定

福島市は令和3年2月25日に
「ゼロカーボンシティ」を宣言

▼福島市の都市環境改善に関する取組

（２）TDM施策の実施による渋滞緩和・環境改善の目標

● 福島市では、「ＳＤＧｓ未来都市」への選定、「ゼロカーボンシティ」の宣言など、都市環境改善に関する取り組みを進めている。
● “エコ通勤（福島市中心部渋滞対策） “は、これらの環境改善の取組に大きく寄与する取組である。

▼福島市における燃料種別CO2排出量（平成29年度）

出典：福島市脱炭素社会実現実行計画（R3.2月）より抜粋

福島市のＣＯ２排出量のうち、
ガソリンが約2割を占める



２． “エコ通勤（福島市中心部渋滞対策） “の取り組みについて P7

（２）エコ通勤施策の実施による渋滞緩和・環境改善の目標

● “エコ通勤（福島市中心部渋滞対策） “の実施により、以下の効果発現を目標とする。

①主要渋滞箇所（エリア内11箇所）におけるピーク時の旅行速度を20km/h以上に向上させる

②緊急事態宣言期間中のピーク時の交通量まで削減する（国道13号信夫山では１３％の交通量減）

エコ通勤施策の目標

⇒渋滞緩和により、都市の交通環境の改善、ＣＯ２排出量削減による都市環境の改善効果が期待される。

▼福島市中心部のコロナ禍以前の主要渋滞箇所の状況
（朝7時台20km/h未満方向の表示）

▼緊急事態宣言期間中の平日7時台の交通量
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交通量観測地点
（国道13号信夫山）

エコ通勤施策対象エリア

交差点方向別速度（R1.10月 7時台）

本町南

福島駅南

三河南町

福島駅前

西町

曽根田

主要渋滞箇所
旅行速度20㎞/h未満の方向

出典：トラカンデータ ※平日7時台データを集計
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20km/hを下回るとCO2排出量が大きく増加

出典：地理院地図に主要渋滞箇所等を追記して掲載
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（３）エコ通勤施策実施方法

●エコ通勤施策の対象エリア内の企業・団体や福島市全域を対象に、「エコ通勤への協力依頼」を行う。
●協力依頼については、「直接訪問による呼びかけ」、「チラシ・ポスターの作成・配布」、「ＨＰやＳＮＳへの情報掲載」を実施する。

▼直接訪問による呼びかけ
▼チラシの作成・配布

▼広報の実施（案）
項目 方法

チラシ配布 ・市報だより（福島市）に入れ込み全戸配布

ポスター掲示
・行政機関、交通拠点等に掲示を依頼
・直接訪問の協力依頼を行う企業・団体に対して配布

ＨＰやＳＮＳ
への情報掲載

・関係機関ＨＰやＳＮＳを活用し、チラシ等を掲載
（バナーを準備し、県・市のＨＰに掲載）
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エコ通勤施策対象エリア

仲間町

あづま陸橋東

陣場町

中央郵便局前

あづま陸橋西

福島駅南

三河南町 福島駅前

西町

曽根田

エコ通勤施策対象エリア

〈施設〉
主要施設

主要渋滞箇所

本町南

＜直接訪問による呼びかけ＞
●エリア内の１５程度の企業・団体を直接訪問し、
エコ通勤施策への協力を依頼する。

出典：地理院地図に主要渋滞箇所等を追記して掲載

＜チラシの配布＞
●福島市市政だより（10月1日号）にチラシを差し込み、全世帯配布（配布数：

107,000部）



２． “エコ通勤（福島市中心部渋滞対策） “の取り組みについて P9

（４）エコ通勤施策実施期間

●令和3年10月4日（月）～同年10月29日（金）の4週間のうち、毎週月曜日、金曜日を「エコ通勤実施日」とする。
● 「直接訪問による呼びかけ」を行った企業・団体を対象に、週1回の簡易アンケートを行い、エコ通勤への協力状況について把握する。
●交通量、旅行速度の変化については、毎日最新データを整理し、最新の交通状況を把握する。


